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8 X線による残留応力の測定 1-3 川野 正和 , 石田 毅 , 槇 武俊
8 組合せ円筒における応力の関係について 4-11 藤本 隆司
8 塑性加工を施した厚肉円筒に発生する残留応力 12-15 寄田 豊
8 鋼の熱処理変化に関する基礎的研究　第一報 16-21 佐藤 正
8 半円堰の流量について 22-26 江藤 泰 , 堤 満康
8 抵抗器/減衰器置換法によるベクトル軌跡測定について 27-47 井上 東南
8 情報入出力装置の周辺問題に関する試論 48-53 斉藤 多作
8 回路のTopologyとSignalflow-Graphについて 54-57 辻 史郎
8 Analog ComputerとSignal Flow-Graph 58-61 辻 史郎
8 造石山寺所の造営過程（１）―甲賀山作所での作材労働力― 62-69 岡藤 良敬
8 みかん作・稲作農村の人口と家族構成 ―佐賀県浜玉町のばあい― 70-77 白砂 剛二
8 ネズミ亜科3種における臼歯の形態 78-83 兼松 仁郎
8 ユーグレナ(Euglena gracilis)の脂肪酸組成に及ぼす光の影響に関する研究 84-85 川原 弘
8 運動競技における白血球の変動について 86-88 田代 直三
8 人力操舵機の使用限界〔第一報〕 89-100 山川 新二郎
8 高島炭田 101-108 一瀬 亘
8 長崎造船大学動揺水槽について 109-110 桑野 研一 , 内野 經 , 垣内 亀治
8 最近の船舶の発電装置 111-115 前田 道正
8 研究報告について 116-117 山村 敏夫
8 取締法規から見た電気事業の変遷 118-120 山村 敏夫
8 現代叙事詩としての『希望』の問題点―その可能性と限界― 121-138 鎌田 定夫
8 レチフの生涯に関する若干の問題 139-150 植田 祐次
8
“The Short Happy Life of Francis Macomber”の解釈について
―とくに”The Snows of Kilimanjaro”との関連において― 151-154
田中 啓介
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8 Steinbeckの動物のテーマと生物学的人間観 155-158 田中 啓介
8 趙樹理の描いた農民大衆 159-167 永末 嘉孝
8 杜詩における社会詩の変遷（上）―兵車行より石壕吏まで― 1-8 川北 泰彦
8 「葉隠」試論 9-21 佐々木 雄爾
8 北伐軍．長江流域進出後の軍事情勢 168-173 林 重太
8 第一次世界大戦期の造船材料―日米船鉄交換をめぐって― 174-181 脇山 信雄
8 「強められた労働」について 182-194 嶋 啓
